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委員会調査報告書 

 

本委員会に付託された調査事件について、調査報告を下記のとおり、会議規

則第７７条の規定により報告します。 

 

記 

 

１ 調査事件 
 

ネウボラ（子育て世代包括支援）について 

 

２ 調査目的 
 

妊娠期から就学前にかけての子育てを切れ目なく支援するため 

 

３ 調査の経過 
 

□令和４年１０月２５日 

調査の進め方について協議を行い、視察調査を行うこととした。本町より

合計特殊出生率が高い山形県高畠町及び朝日町を候補地とした。 

 

□令和４年１１月１０日 

健康福祉課長の出席を求め、本町の取組状況について説明を受け、質疑応

答を行った。 

 

□令和４年１２月１日、１２月１２日 

 行政視察調査の質問事項について協議を行った。 

 

□令和５年１月１８日 

 山形県高畠町で行政視察調査を行い、高畠町でのネウボラの取組について説

明を受け、質疑応答を行った。 

 

□令和５年１月１９日 

山形県朝日町で行政視察調査を行い、朝日町でのネウボラの取組について説

明を受け、質疑応答を行った。 

 



□令和５年２月９日 

 行政視察調査を踏まえ、今後の調査の進め方について、協議を行った。 

 

□令和５年４月６日 

 行政視察調査を踏まえ、本町のネウボラの取組との違いを確認し、報告書の

内容について、協議を行った。 

 

 □令和５年６月１３日 

報告書の内容について協議し、最終確認を行った。 

 

４ 調査結果 

本委員会は、昨年の９月定例会以降、妊娠期から就学前にかけての子育てを

切れ目なく支援するため、子育て世代包括支援について調査を行ってきた。こ

の間、担当課である健康福祉課より本町の取組状況について説明を受けるとと

もに、「１５歳から４９歳までの女性の年齢別出生率を合計したもの」と定義さ

れる合計特殊出生率を一つの指標と捉え、平成２５年から２９年までの人口動

態、保健所・市町村別統計において、本町（1.38）より合計特殊出生率の高い

山形県高畠町（1.52）及び山形県朝日町（1.49）の取組について視察調査を行

った。 

 高畠町の取組の特長として、妊婦の全数に支援プランを策定し、細やかな支

援を実施し、参加者・相談数が増加したことが高く評価されている。また朝日

町の取組の特長として、妊婦の全数をケースカンファレンスで共有し、ハイリ

スク妊産婦に対する助産師との同行訪問等の支援体制強化が高く評価されてい

る。 

 本町における取組も、両町と同等の取組が行われ成果を上げているものと評

価する。今後においても、先進事例等を参考にするとともに子育てしている親

同士、妊婦同士が情報交換できる機会等を設けていけるよう関係機関との一層

の連携と令和４年４月より不妊治療について、保険適用されたことから、望む

人誰もが、子どもを産み育てやすい社会の実現に向けた積極的な取組を望む。 


